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コーディネーター 上村 敏和氏                           
 今、太宰府の「歩かんね太宰府」の方、それから宗像のガイドのみなさん二つの事例を

発表していただきましたが、私の率直な感想は、とてもよく行政や地元と連携をとって、

進んだ活動をしておられるな、という実感を頂戴しました。 
 さて、みなさん方の自分のところの活動と比較してみてください。今の二つの会に対し

ての質問でも結構です。 
 

Ｑ 私の団体は完全無給でやっていますが、よその団体はどうなのでしょうか？ 
Ａ１ ガイドは交通費ということで１回５００円頂いています。それからバスツアーなんか

のガイドだと時間がかかったりするので１，０００円という感じで頂いています。役員

などで世話をしている人が報酬を受け取るというのはありません。 
Ａ２ 参加者の方から一人５００円頂いています。が、ガイドのほうはというとまったくの

ボランティアとなっています。 
Ａ3 私は太宰府保存協会に所属しているものですが、私どもも最初は無料という形にして

いましたが、案内していただいた方が無料というとかえって気を使われるんです。それ

で話し合って、その案内した１グループで１，０００円だけ頂くことになりました。た

だ学校や会員の方の申し込みでは頂かないようになっています。 
Ａ４ 福岡市の観光ボランティアの実態ですが、お客様から 1 団体につき３，０００円頂き

ます。団体が１０人であっても３０人であっても、ガイド一人を派遣したら３，０００

円です。そのうちの２，０００円は本人が貰い、残りの１，０００円は会に拠出しても

らいます。それが会の収入になっています。また別個に「博多の情緒巡り」というキャ

ンペーンをやったときは、参加一人につき５００円頂きました。 
 
Ｑ 立ち入った質問ですが、会の財政的なものはどうなっていますか？ 
Ａ 福岡市観光案内ボランティアの財政ですが、専用の事務所をもっていますが、運営資

金・光熱費・家賃といったものは福岡市観光課及びコンベンションビューローで持って

もらっているので無料です。それから係員を毎日二人派遣していますが、これは交通費

相当として 1 日出たら５００円を頂いています。 
 
Ｑ パンフレットの費用はどうなっているでしょうか 
Ａ１ 市に印刷代を頂いています。 
Ａ２ できるだけ公的なものは市や県などに貰えるよう運動したほうがいいですね。我々は

ボランティアとしてここまではするけど、ここからのことは県や市、行政側にお願いし

たいということを、時間をかけてやっていく必要があると思います。 
 
Ｑ 私は天満宮のボランティアをやっているのですが、原則は予約制です。そして依頼し

た人は無料です。無料というのは問題が起こりやすいんです。電話で予約した時間に待



っていても一向に来ない、連絡すらない、そのまま何もなしです。無料だという感覚で

平気でそういうことをする人が多いんです。 
Ａ それは無料であるがゆえに拘束力がないわけです。お金を貰うといっておけば、お金

を払わなければいけないから約束の時間に行こうとなります。お金を貰うほうがいいと

思います。それから私どもの話になりますが、町家ふるさと館では 1 時間の無料ツアー

をやっています。この無料ツアーはガイドの勉強のためです。お客さまには言いません

が、ガイドが未熟だからというスタンスです。ガイドは当番で決まっていますが、無料

ツアーでもガイドには会から５００円払う仕組みになっています 
 
Ｑ みなさんの団体では約束の時間の何分前から待機するようにしていますか？たまにと

ても早く来るお客様がいるもので・・・ 
Ａ 物事の常識として２０～３０分前ほどには待機しておくようにしています。現在は携

帯電話もあるのでしっかり連絡はとるようにしています。 
 
Ｑ 太宰府の方に質問ですが、会員が４０名とのことですが会合への参加率はどれぐらい

かということと、具体的にガイドされるのは何名ぐらいなのでしょうか。また会員への

連絡手段はどうしていますか？ 
Ａ 毎月ある定例会議に参加するのは大体１５～１８人ぐらいです。ガイドに参加するの

も大体そのメンバーとなっています。会員への連絡手段は原則メールです。メールが出

来ない人にはファックスで連絡をしています。 
 
Ｑ 太宰府の方に質問ですが、コースの案内する人はどのようしてに決まるのでしょうか。

お客様が選択するのですか？ 
Ａ１ 大体コースを作った人が責任者をやりますが、体調不良で変わったり、コースによっ

ては２回３回とあることがあるので、其の都度責任者が変わったりもします。 
Ａ２ 歩かんね太宰府の会員です。補足ですが、基本的にメンバーが自分の案内したいコー

スを勝手に作っていいのです。お金を市から貰っていませんし、自由に設計しています。

お客がこなかったら自分ががっかりするだけです。 
 
Ｑ 宗像に質問ですが、ボランティアの募集を市の広報誌でやると約１２名ほど応募があ

るとのことでうらやましい限りです。過去５年間養成講座をやってきて今後も続けると

のことですが、新しい人を主体にして講座をやっていくのか、それとも既存のガイドも

含めてやるのかどちらでしょうか？ 
Ａ１ １２名ほどの応募はすべて新しい人ですので、その新しい人を対象に講座をやってい

ます。というのは私たちの会員になるのは講座の修了生です。８回の講座を受けた修了

生でないと会には入れないわけです。 
Ａ２ 太宰府では何の資格もいりませんし、ガイドでも歴史を知らなくても構いません。リ

ピーターがいると言いましたが、例えば観世音寺に何回も来ている人がいてアンケート

で「行くたびにガイドする人の話が違う。それが面白い」と書かれていました。それが



歩かんね太宰府の特色です。 
Ｑ 宗像の方に質問ですが、ガイドが１５名いて、定期ガイドで２，５００人、ツアーガ

イドで５，０００人ほど案内すると言っていましたが、我々ではガイドの仕方が想像で

きないのですが、どのようにすればできるのでしょうか？ 
Ａ ツアーガイドですが、多いときで 1 日に大型バスで３台から４台ほどきます。それで

バス１台につきガイドが２名つきます。少ない時は１台で２名で、多い時で最大８名で

す。定期ガイドは花のシーズンなどですが、多い時で５人ほどです。定期ガイドとバス

ツアーガイドが同じ日に重なった時などは１３人ほど必要になります。 
 
Ｑ 宗像に質問ですが、バスツアーの５，０００人の方は何が目的でお見えになるのでし

ょうか歴史だけではないのだろうというふうに思うのですが 
Ａ 今年、特に多くなったのは宮崎からのお客さんです。まずは海側のホテルや旅館に泊

まって食べること、それから途中飯塚を回って泊まって、朝一番に宗像大社を見るとい

うのが目的です。その後芦屋の方を回って帰っていかれるというコースがほとんどです。

バス会社のバスツアーです。 
 
Ｑ そこでどこを案内しているのでしょうか？ 
Ａ ほとんどが泊まって他のところも回られるので、大体 1 時間半です。それでほとんど

が宗像大社です。時間があれば高宮というパワースポットとして雑誌にも載ったところ

をみる。それから八万点の国宝がある神宝館です。 
 
Ｑ 宮崎からのツアー客が増えたとのことですが、こちらから働きかけたのか、それとも

自然にでしょうか 
Ａ 実は、宗像の海岸近くのホテルの営業が頑張って、今年のお客が少ない時期の７月に

熊本県や鹿児島から 1 泊二日で 1 万円の旅行で２３台バスがきていました。元々はホテ

ルで、それに旅行会社がくっついていったわけです。そのチラシのタイトルに「現地の

ガイドが宗像大社を案内します」となっています。 


